
日本両生類研究会ミニフォーラム

（和歌山大会） 
2025 年 8 月 31 日（日曜日）開催 

大会スケジュール 

⚫ 12:00～ 受付開始 

⚫ 13:00～ 挨拶（日本両生類研究会会長代行 長谷川嘉則） 

⚫ 13:05～ 開催の趣旨説明・注意事項（事務局 佐々木彰央） 

⚫ 13:10～ 基調講演（和歌山県立自然博物館 高田賢人） 

⚫ 「和歌山県の両生類調査と保全活動」 

⚫ 13:45～ 休憩（15 分）・記念撮影 

⚫ 14:00～ 講演 1（和歌山県立向陽中学校理科部） 

⚫ 「孟子不動谷自然再生エリアの両生爬虫類調査報告」 

⚫ 14:15～ 講演 2（藤田昂己 NPO 法人自然回復を試みる会ビオトープ孟子） 

⚫ 「海南市孟子不動谷内溜池群におけるセトウチサンショウウオ産卵状況」 

⚫ 14:30～ 講演 3（鞍雄介 アンフィ合同会社） 

⚫ 「RAPD 法の再評価と両生類研究への応用可能性」 

⚫ 14:45～ 休憩（15 分） 

⚫ 15:00～ 講演 4（有本智 NPO 法人自然回復を試みる会ビオトープ孟子） 

⚫ 「海南市孟子不動谷の自然再生活動と自然共生サイト登録」 

⚫ 15:15～ 講演 5（清水智・矢部りさ 日本両生類研究会） 

⚫ 「両生類研究会員として参加した南紀調査について」 

⚫ 15:30～ 講演 6（廣井裕子 アンフィ合同会社） 

⚫ 「南紀地区ビオトープの自然共生サイト認定に向けた取り組み」 

⚫ 15:45～ パネルディスカッション（コーディネーター：佐々木、パネリスト：演者の

皆さん） 

⚫ 「県内両生類の現状と一般市民も参加できる今後の県内調査と環境整備活動について」 

⚫ 16:15～ 休憩 

⚫ 16:30～ ビオトープ観察 

⚫ 17:00 解散 



大会趣旨と目標 

日本両生類研究会ミニフォーラムは、地域に根ざした両生類の調査・保全活動を推進する

とともに、次世代を担う若い研究者や市民の参加を奨励することを目的としています。今年

度の大会では、和歌山県における両生類の多様性や保全の現状を多角的に紹介するほか、最

新の調査技術や自然再生活動、さらには一般市民も主体的に参加できる環境整備活動へと

議論を広げます。 

対象者 

⚫ 両生類生態・保全に関心のある研究者および学生 

⚫ 地方自治体や教育機関の担当者 

⚫ 自然再生活動を行う団体・NPO 関係者 

⚫ 一般市民、地域住民、親子連れ 

協力・助成団体 

⚫ 主催：日本両生類研究会 

⚫ 共催：NPO 法人自然回復を試みる会ビオトープ孟子 

⚫ 助成：地球環境基金 

各講演・企画の内容 

基調講演 

高田賢人（和歌山県立自然博物館 学芸員） 

「和歌山県の両生類調査と保全活動」 

和歌山県に生息する両生類の現状、最新調査データ、保全活動の成果と課題について解説し

ます。 

講演 1 

和歌山県立向陽中学校理科部 

「孟子不動谷自然再生エリアの両生爬虫類調査報告」 

中学生による現地調査の成果、地域の生物多様性保全活動の実例、今後の展望を発表します。 



講演 2 

藤田昂己（NPO 法人自然回復を試みる会ビオトープ孟子） 

「海南市孟子不動谷内溜池群におけるセトウチサンショウウオ産卵状況」 

希少種セトウチサンショウウオの孟子不動谷内溜池群における産卵生態及び上陸亜成体の

分散状況について報告します。 

講演 3 

鞍雄介（アンフィ合同会社 ボランティア研究員） 

「RAPD 法の再評価と両生類研究への応用可能性」 

分子生物学的解析手法の紹介と、今後の両生類研究での活用事例を示します。 

講演 4 

有本智（NPO 法人自然回復を試みる会ビオトープ孟子） 

「海南市孟子不動谷の自然再生活動と自然共生サイト登録」 

生態系の回復と共生を目指す活動事例、自然共生サイトの登録意義について発表します。 

講演 5 

清水智・矢部りさ（日本両生類研究会） 

「両生類研究会員として参加した南紀調査について」 

会員による南紀地域での調査活動報告と、現地での保全活動の具体的な取り組みを共有し

ます。 

講演 6 

廣井裕子（アンフィ合同会社 学芸員） 

「南紀地区ビオトープの自然共生サイト認定に向けた取り組み」 

生物多様性の保全と認定取得に向けたプロセス、地域住民・行政との協力体制の構築につい

て解説します。 

パネルディスカッション 

コーディネーター：佐々木彰央 

パネリスト：各講演者 



「県内両生類の現状と一般市民も参加できる今後の県内調査と環境整備活動について」 

県内各地の両生類の保全状況、市民参加型調査や環境整備活動の課題と展望を幅広く議論

します。 

ビオトープ観察会 

実際の現地ビオトープの観察を通じて、両生類保護の現場を体感していただきます。専門

家の解説とともに、生物多様性の意義や地域に根ざした保全活動の重要性を学びます。 

注意事項・事前準備 

⚫ 会場は屋外・屋内両方の企画があるため、天候に応じた服装と熱中症対策を推奨しま

す。 

⚫ 屋内は土足厳禁です。例年のイベントでは下駄箱がいっぱいになり、玄関が混雑します

ので、スリッパの用意と、ご自身の靴を入れるビニール袋をご持参ください。 

⚫ ビオトープ観察には動きやすい靴、帽子、飲料を持参ください。 

⚫ 資料配布は当日受付で行いますが、必要に応じて事前にダウンロードも可能です。 

⚫ 写真撮影が行われるため、参加者は同意の上でご参加ください。 

⚫ 貴重品管理は各自で徹底をお願いします。 

 

まとめ 

本大会は、両生類保全の最新情報を共有するとともに、研究者・市民・行政・NPO が垣

根を越えて連携する貴重な場です。多様な視点からの情報交換とともに、地域社会に根ざし

た持続可能な保全活動の輪を広げていきましょう。事前会議では、円滑な進行と安全な運営

のため、上記項目を中心に準備を進めてください。 

 

 

問い合わせ 

きみの自然体験館 

佐々木彰央 電話 073-488-5513 メール amphi09LLC@gmail.com 


